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「いきいきとふれ合う地域連携をめざして」    
（地域連携重点推進モデル校：壬生町立藤井小学校） 

 

地域連携重点推進モデル校の指定を受けた壬生町立藤井小

学校。田植え稲刈り体験活動、野菜作り体験、かんぴょうむき

体験学習などにおいて地域の方々の力を借りて様々な教育活

動を充実させています。  

また、近隣の壬生高等学校の生徒たちから、夏期休業中に学

習支援をしてもらったり､福祉コース 2 年生と交流活動を行っ

たりしました。  

さらに、藤井小学校卒業の壬生中学校の生徒たちと奉仕作業

も実施しました。笑顔あふれる生き生きとした活動となるよう

地域連携教員を中心に事業を進めています。  

               

        

下都賀地区ふれあい学習ネットワーク   

 ２月３日（火）、小山市生涯学習センターを会場に下都賀地区

ふれあい学習ネットワークを開催しました。教職員、行政職員、

地域コーディネーター、福祉部局職員等１０４名の参加があり

ました。  

前半の講演会では、「子どもは地域の宝です。成長して社会

の力になります！」と題して、特定非営利活動法人「だいじょ

うぶ」理事長  畠山由美氏より講話をいただきました。参加者

からは「現状をふまえた分かりやすい内容でした。」「当たり前の

生活の大切さを強く感じました。子ども、保護者のＳＯＳを見逃

さないようにしていきたいです。」などの声を数多くいただきま

した。  

 後半の協議では、様々な問題を抱えた子どもの問題に対して、 

参加者がそれぞれの立場で何ができるかについて話し合いまし  

た。どのグループも熱心な協議が行われました。  

     

                 

 

  

下都賀教育事務所  

ふれあい学習情報紙  

 

 
 

 

高校生読書活動推進事業 「高校生読書交流会」 
今年度、県教委生涯学習課では高校生の読書活動を推進するため、高校生と大学生等による読書活動推進リーダー「読書コンシェルジュ 

【県立高４７名（２７校）、私立高９名（６校）、大学生等６名】」を任命し、関連事業を展開してきました。読書コンシェルジュの企画したプログ 

ラムによる高校生を対象とした読書交流会を県内 3 地域（県央・県南・県北）において開催しました。 

県南地域では、平成２６年 12 月 6 日（土）に栃木市栃木文化会館において開催  

しました。読書コンシェルジュが参加者と直接交流しながら、読書の意義や新しい楽  

しみ方を伝えてくれました。 

これから、読書コンシェルジュがリーダーとして活躍し、同世代へ自主的・自発的な 

読書活動の働きかけをしてくれることを期待しています。 

 

下野市 栃木市 

ジュニアリーダー活躍中！ 

下野ジュニアリーダースクラブ（JLC）は、中学生と

高校生からなる地域活動団体です。主な活動としては、

子ども会でのレクリエーションやバルーンアート遊び

の支援・市内イベントへの協力・自然の家での研修会等

があり、これらの活動を通して会員それぞれが仲間作り

や自己研さんに励んでいます。  

最近では、２月１日（日）開催の国分寺公民館まつり

および２月８日（日）開催の南河内公民館まつりにだが

し屋等を出店しました。当日は天候にも恵まれ、下 JLC

のブースにもたくさんの人にお越しいただいて、地域の

方々との交流を深めることができました。  

次年度は、活動をさらに活発にするべく新規会員募集

に力を入れるとともに、自然の家での研修会では小学生

にも参加を呼びかけ、JLC が中心となって一緒に自然体  

験活動を実施する予定です。  

 
    

   平成２６年度栃木市民大学 
栃木市では、市民の学習ニーズに応えるとともに、学

習を通じた出会い・交流・仲間づくりの場を提供するこ

とを目的に栃木市民大学を開催しています。  

平成２５年度の開講から２年目を迎える今回は１４１

名の方が参加し、「郷土」「まちづくり」「現代社会」「健

康・医療」をテーマとした全９回の講座を受講されまし

た。各回講座終了後には、講師への質問や受講者同士で

の意見交換など、熱心な学習の様子がみられました。  

次年度以降の市民大学については、今回の市民大学修

了者にボランティアスタッフとして講座の企画・運営に

参加していただくなど、学習した成果を活用していただ

く仕組みづくりを行うとともに、市民の意見を反映する

ことにより、これまで以上に身近な大学を目指してまい

ります。  

        

  


